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【
論 

文
】

　

旅
人
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
か
ら
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
近
づ
く

時
、
そ
の
視
線
を
ま
ず
捉
え
る
の
は
聖
イ
サ
ア
ク
の
ド
ー
ム

で
あ
る
。
そ
れ
は
黄
金
の
司
教
冠
の
よ
う
に
都
市
の
シ
ル
エ

ッ
ト
か
ら
抜
き
ん
出
て
い
る
。
空
が
澄
ん
で
日
が
沈
む
と

き
、
そ
れ
は
魔
法
の
よ
う
な
効
果
を
発
揮
す
る
。
こ
の
第
一

印
象
は
正
し
い
。
人
は
そ
の
印
象
を
持
ち
続
け
る
で
あ
ろ

う
。
（
１
（

　
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
『
ロ
シ
ア
旅
行
記
』（
一
八
六
七

年
）（
２
（の
中
で
こ
う
述
べ
た
。

　

聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂Собор преподобного И

саакия 

Д
алматского

（
図
１
）
は
、
ネ
ヴ
ァ
川
左
岸
の
元
老
院
広
場

に
面
し
て
、
（
３
（

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
治
世
（
一
八
〇
一
～
二
五

年
）
の
一
八
一
八
年
に
建
設
が
始
ま
り
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
治
世

（
一
八
二
五
～
五
五
年
）

の
計
画
変
更
を
経
て
、

一
八
五
八
年
に
完
成
し

た
。
設
計
者
は
フ
ラ
ン

ス
人
、
オ
ー
ギ
ュ
ス

ト
・
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
で

あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
十
字

を
細
長
く
し
た
よ
う
な

平
面
図
と
、
ド
ー
ム
、

脇
の
四
基
の
鐘
楼
を
持

　
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂
と
二
人
の
皇
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
ニ
コ
ラ
イ
一
世

池　

本　

今
日
子

図1　�聖イサアク大聖堂　2019年夏筆者撮影
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ち
、
神
殿
風
ポ
ル
チ
コ
が
フ
ァ
サ
ー
ド
四
面
を
飾
る
。

　

こ
の
聖
堂
の
建
築
様
式
に
つ
い
て
の
評
価
は
一
定
し
て
い
な

い
。
Г
・
ブ
テ
ィ
コ
フ
と
Г
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
ヴ
ァ
、
並
び
に
、

Ｏ
・
チ
ェ
カ
ノ
ヴ
ァ
と
Ａ
・
ロ
タ
チ
は
後
期
古
典
主
義
と
、
イ
ヴ

ァ
ン
・
フ
ォ
ミ
ン
は
ニ
コ
ラ
イ
期
の
古
典
主
義
の
一
種
と
見
做
し

た
。
カ
ロ
リ
ー
ヌ
・
エ
ラ
ム
は
古
典
主
義
な
い
し
新
古
典
主
義
の

項
で
扱
う
が
、「
ど
こ
と
な
く
一
貫
性
に
欠
け
る
」
と
述
べ
た
。

ド
ミ
ト
リ
ー
・
シ
ヴ
ィ
ト
コ
フ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
後
期

新
古
典
主
義
の
代
表
的
聖
堂
で
あ
り
、
当
時
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
席

巻
し
て
い
た
カ
リ
オ
・
ロ
ッ
シ
と
ア
ン
ド
レ
ヤ
ン
・
ザ
ハ
ロ
フ
の

建
築
と
は
、
構
造
も
規
模
も
異
な
る
。
一
方
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ

ラ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
は
折
衷
主
義
に
分
類
し
、
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂

は
バ
シ
リ
カ
風
の
内
接
十
字
型
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
新
古
典
主
義

を
含
む
様
々
な
要
素
が
融
合
し
た
、
と
見
做
し
た
。

（
４
）

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
二
つ
の
時
代
な
い
し
様
式
に
及
ぶ
と
考
え

る
研
究
も
あ
る
。
セ
ル
ゲ
イ
・
フ
ョ
ー
ド
フ
は
、
聖
堂
の
様
式
は

後
期
古
典
主
義
と
初
期
歴
史
主
義
の
二
つ
の
時
代
に
わ
た
る
と
述

べ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
下
で
の
初
期
の
計
画
と
後
の
完
成

作
と
の
相
違
も
注
目
さ
れ
る
。
フ
ォ
ミ
ン
は
、
一
八
二
五
年
の
計

画
と
完
成
し
た
聖
堂
の
相
違
を
指
摘
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
ミ
ル

ト
ン
は
、
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
設
計
案
の
変
化
に
、
古
典
主
義
の
減

退
と
折
衷
主
義
の
成
長
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
か
ら
ニ
コ
ラ
イ

一
世
へ
の
政
治
的
変
化
の
反
映
を
見
た
。

（
５
）

　

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
建
築
史
の
成

果
に
基
づ
き
、
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂
の
複
数
の
建
築
案
を
取
り
上

げ
、
時
代
に
よ
る
そ
の
変
化
を
考
察
す
る
。
な
お
、
ロ
シ
ア
の
と

り
わ
け
ソ
連
時
代
の
建
築
史
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
一
世
治
世
を
古
典
主
義
期
と
呼
ぶ
。
一
方
、
近
年
の
研

究
や
西
欧
の
研
究
は
同
時
代
の
西
欧
と
並
ん
で
新
古
典
主
義
期
と

見
做
す
。
こ
こ
で
は
、
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

一
世
の
時
代
に
つ
い
て
、
新
古
典
主
義
の
用
語
を
使
用
す
る
。
本

稿
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
政
治
の
特
徴
を

明
ら
か
に
す
る
試
み
の
一
環
で
あ
る
。

一
．
ロ
シ
ア
新
古
典
主
義
の
教
会
建
築

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
即
位
し
た
当
時
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

は
、
周
辺
の
離
宮
を
含
め
て
、
バ
ロ
ッ
ク
と
新
古
典
主
義
の
都
市

で
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
ま
で
の
ロ
シ
ア
と
ほ
と
ん
ど
無
縁
で
あ
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り
、
そ
の
点
で
正
教
会
の
教
会
建
築
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
（
６
（

　

フ
ラ
ン
ス
で
興
り
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
席
巻
し
た
新
古
典
主
義
は
、
バ
ロ
ッ
ク
や
ロ
コ
コ
を
否
定

し
、
ロ
ー
マ
の
古
代
建
築
に
回
帰
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。

そ
れ
は
単
純
さ
と
厳
格
さ
へ
向
か
い
、
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
（
ジ

ャ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ル
メ
ン
・
ス
フ
ロ
に
よ
る
旧
サ
ン
ト=

ジ
ュ
ヌ

ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
教
会
。
一
七
五
五
～
九
二
年
）
な
ど
が
明
晰
な
幾
何

学
的
建
築
を
志
向
し
た
。
（
７
（

　

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
治
世
に
建
て
ら
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
＝

ネ
フ
ス
キ
ー
大
修
道
院
の
三
位
一
体
聖
堂Троицкий собор 

Александро-Н
евской лавры

（
一
七
七
六
～
九
〇
年
）（
図

２
）
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
ス
タ
ー
ロ
フ
の
設
計
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
十
字

の
バ
シ
リ
カ
と
、
列
柱
を
伴
う
ロ
ト
ン
ダ
に
支
え
ら
れ
た
大
き
な

ド
ー
ム
、
や
は
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
二
基
の
塔
か
ら
成
る
。
ロ
ト

ン
ダ
と
全
体
の
図
面
に
お
い
て
、
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
と
の
類
似

性
が
指
摘
さ
れ
る
。
冬
宮
殿
の
対
岸
で
鋭
い
尖
塔
を
輝
か
せ
る
ペ

ト
ロ
＝
パ
ヴ
ロ
大
聖
堂Собор во имя первоверховны

х 

апостолов П
етра и П

авла

（
一
七
一
一
～
三
三
年
）
は
、

ピ
ョ
ー
ト
ル
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

二
世
治
世
に
大
火
に
見
舞

わ
れ
た
後
、
新
古
典
主
義

で
再
建
さ
れ
た
。
鋭
い
尖

塔
を
戴
く
鐘
楼
と
バ
シ
リ

カ
の
聖
堂
か
ら
成
る
。
（
８
（

　

ネ
フ
ス
キ
ー
大
通
り
に

面
し
て
列
柱
が
大
き
く
半

円
を
描
く
堂
々
た
る
カ
ザ

ン
大
聖
堂К

азанский 

図 2　三位一体聖堂（アレクサンドル＝ネ
フスキー大修道院）
Рункевич С. Г. Александро-Невская 
Лавра. 1713-1913 . СПб.: Синодальная 
типография, 1913. C. 717.

図3　カザン大聖堂（ペテルブルク）
2019年夏筆者撮影
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каф
едральны

й собор

（
一
八
〇
一
～
一
一
年
）

（
図
３
）
は
、
パ
ー
ヴ
ェ

ル
帝
が
計
画
し
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
一
世
治
世
に
建

設
さ
れ
た
。
ア
ン
ド

レ
イ
・
ヴ
ォ
ロ
ニ
ー
ヒ
ン

の
設
計
に
よ
る
。
ラ
テ
ン

十
字
の
聖
堂
と
、
列
柱
を

伴
う
ロ
ト
ン
ダ
に
支
え
ら
れ
た
大
き
な
ド
ー
ム
を
持
つ
。
パ
リ
の

パ
ン
テ
オ
ン
と
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
（
一

七
世
紀
）
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
９
（

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
治
世
下
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
は
、
ザ
ハ

ロ
フ
が
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
期
の
金
色
の
鋭
い
尖
塔
を
活
か
し
た
印
象

的
な
海
軍
省
（
現
ロ
シ
ア
海
軍
参
謀
本
部
）
を
建
て
（
一
八
〇
六

～
二
三
年
）、
ロ
ッ
シ
が
ミ
ハ
イ
ロ
フ
ス
キ
ー
宮
殿
（
一
八
一
九

～
二
五
年
、
現
ロ
シ
ア
美
術
館
）（
図
４
）
と
、
宮
殿
広
場
の
参

謀
本
部
（
一
八
一
九
～
二
八
年
）
の
建
設
を
始
め
た
。
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
一
世
は
建
築
に
高
い
関
心
を
持
ち
、
治
世
当
初
か
ら
、
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
に
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
よ
う
な
建
物
を
計
画
し

た
。
そ
の
一
方
、
彼
は
正
教
会
の
聖
堂
に
当
初
ほ
と
ん
ど
関
心
を

示
さ
な
か
っ
た
。
彼
の
治
世
に
建
設
が
始
ま
っ
た
正
教
会
の
聖
堂

は
少
な
い
。（
（1
（

　

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
と
そ
の
周
辺
で
治
世
初
期
に
彼
の
関
心
を
最
も

惹
い
た
聖
堂
建
設
は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
聖
ア
ン
ド
レ
イ
大

聖
堂 Собор Андрея П

ервозванного	

（
一
八
〇
五
～
一
七

年
、
一
九
三
二
年
破
壊
）
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
七
一
七
年
に
ピ

ョ
ー
ト
ル
大
帝
が
木
造
で
建
造
し
、
老
朽
化
し
た
た
め
エ
リ
ザ
ヴ

ェ
ー
タ
帝
が
石
造
で
の
再
建
を
指
示
し
た
が
、
建
設
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
一
八
〇
五
年
六
月
二
〇
日
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の

臨
席
の
も
と
に
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
カ
メ
ロ
ン
（
（（
（

（
後
に
ザ
ハ
ロ
フ
）
の
設
計
に
よ
る
。
コ
リ
ン
ト
式
の
列
柱
を
も

つ
鼓
胴
部
に
支
え
ら
れ
た
大
き
な
ド
ー
ム
と
、
ラ
テ
ン
十
字
の
バ

シ
リ
カ
、
鋭
い
尖
塔
を
戴
く
鐘
楼
を
持
つ
。
三
角
形
の
ペ
デ
ィ
メ

ン
ト
を
持
つ
神
殿
風
ポ
ル
チ
コ
が
三
方
面
に
形
成
さ
れ
た
。（
（1
（

モ
ス

ク
ワ
で
は
、
一
九
世
紀
初
頭
に
、
赤
の
広
場
の
カ
ザ
ン
大
聖
堂
の

拝
廊
と
天
幕
型
尖
塔
の
鐘
楼
が
廃
さ
れ
、
西
欧
風
の
塔
が
建
て
ら

れ
た
。（
（1
（

ま
た
、
一
八
〇
八
年
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
命
を
受
け

図4　旧ミハイロフスキー宮殿
2019年夏筆者撮影
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て
、
ロ
ッ
シ
が
ク
レ
ム
リ
ン
の
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
ー
修
道
院

Вознесенский монасты
рь

の
聖
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
聖
堂
（
一

九
二
九
年
破
壊
）
の
建
設
を
開
始
し
た
。（
（1
（

　

一
八
一
二
年
の
戦
争
に
よ
る
大
火
後
、
モ
ス
ク
ワ
の
再
建
計
画

が
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
同
様
の
新
古
典
主
義
で
進
ん
で
い
た
。
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
は
一
八
一
二
年
一
二
月
に
、
ロ
シ
ア
を
災
禍
か
ら
救
っ

た
キ
リ
ス
ト
へ
の
感
謝
の
印
と
し
て
聖
堂
を
建
設
す
る
と
表
明

し
、
一
八
一
六
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
計
画

を
承
認
し
た
。
こ
の
救
世
主
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
に
彼
は
多
大
な

関
心
を
払
っ
た
。
建

設
場
所
は
モ
ス
ク
ワ

の
外
れ
、
旧
デ
ヴ
ィ

チ
の
野
の
先
の
雀
ヶ

丘
で
あ
る
。
こ
の
ロ

シ
ア
の
伝
統
か
ら
切

り
離
さ
れ
た
空
間

に
、
モ
ス
ク
ワ
の
伝

統
的
中
核
部
分
と
モ

ス
ク
ワ
川
を
見
下
ろ

し
て
、
丘
の
斜
面
を
利
用
し
、
正
教
会
と
し
て
は
異
例
な
巨
大
さ

の
聖
堂
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。（
（1
（

　

ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
最
終
案
（
一
八
二
五
年
、
図
５
）
は
、
大
き

な
扁
平
な
ド
ー
ム
を
戴
き
、
列
柱
に
囲
ま
れ
た
円
柱
形
の
上
層

と
、
神
殿
風
ポ
ル
チ
コ
が
四
方
面
に
張
り
出
す
ギ
リ
シ
ャ
十
字
形

の
中
層
、
長
方
形
の
低
層
と
か
ら
成
る
。
厳
格
な
幾
何
学
性
、
対

称
性
、
均
衡
を
重
視
す
る
新
古
典
主
義
の
聖
堂
で
あ
る
。
一
方
、

「
石
に
語
ら
せ
る
」
象
徴
性
を
特
徴
と
し
、
建
築
の
構
造
か
ら
細

部
に
至
る
ま
で
が
、
聖
書
の
言
葉
に
基
づ
く
意
味
を
持
っ
た
。
正

教
会
の
聖
堂
な
が
ら
、
教
派
を
越
え
た
精
神
で
神
殿
を
創
造
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
推
進

す
る
普
遍
キ
リ
ス
ト
教
的
政
策
の
象
徴
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。（
（1
（

　

内
務
省
国
家
経
済
及
び
公
共
建
築
部
門
は
一
八
二
四
年
に
、

『
石
造
教
会
建
設
の
た
め
の
平
面
図
、
正
面
図
、
側
面
図
』
を
出

版
し
た
。
こ
の
図
面
集
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
石
造
建
築
の
知
識
と

建
築
技
術
を
持
つ
建
築
家
や
石
工
が
地
方
に
お
い
て
不
足
し
て
い

る
た
め
、
聖
堂
が
倒
壊
す
る
例
が
多
数
あ
り
、
複
数
の
主
教
と
県

知
事
が
、
石
造
聖
堂
の
模
範
図
面
と
建
築
指
針
を
求
め
た
。
こ
れ

を
受
け
て
、
一
八
二
三
年
に
内
務
大
臣
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
コ
チ
ュ
ベ

図5　ヴィトベルク、救世主ハリストス大聖堂
案（1825年）Кириченко. Е. И. Храм Христа 
спасителя в Москве. М., 1992. C. 28.
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イ
が
図
面
集
の
発
行
を
提
案
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
認
め

ら
れ
た
。
図
面
集
は
、
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
建
築
部
門
長
ア
ン
ド

レ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
と
建
築
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
ヨ
シ
フ
・
シ

ャ
ル
ル
マ
ン
（
ジ
ョ
ゼ
フ
・
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
）（
（1
（

の
監
修
の
も

と
、
ミ
ハ
イ
ロ
フ
の
「
短
い
手
引
き
」
と
と
も
に
三
一
の
教
会
案

を
掲
載
し
た
。
全
て
新
古
典
主
義
の
図
面
で
あ
る
。（
（1
（

　

ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
治
世
初
期
に
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
近
衛
連
隊
の

二
つ
の
美
し
い
聖
堂
が
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ス
タ
ー
ソ
フ
に
よ
り
建
設

さ
れ
た
。
夏
の
庭
園
に
近
い
全
近
衛
連
隊
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ニ
エ

大
聖
堂Собор П

реображ
ения Господня всей гвардии

（
一
八
二
七
～
二
九
年
）
は
、
一
八
二
五
年
八
月
八
日
の
火
災
後

に
再
建
が
決
ま
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
普
遍
キ
リ
ス
ト

教
的
政
策
は
す
で
に
破
綻
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
ス
タ
ー
ソ
フ

は
ニ
コ
ラ
イ
治
世
の
一
八
二
六
年
か
ら
二
七
年
に
図
面
の
作
成
に

取
り
組
み
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
と
ニ
コ
ラ
イ
の
末
弟
ミ
ハ
イ
ル
・

パ
ヴ
ロ
ヴ
ィ
チ
大
公
が
委
員
長
を
務
め
る
建
設
委
員
会
が
検
討
し

た
結
果
、
彼
の
設
計
に
決
ま
り
、
一
八
二
七
年
八
月
二
六
日
に
起

工
式
が
行
わ
れ
た
。
ド
ー
ム
塔
を
五
基
戴
く
内
接
十
字
型
だ
が
、

ギ
リ
シ
ャ
十
字
形
も
少
し
窺
え
る
。
西
側
に
神
殿
風
ポ
ル
チ
コ
の

フ
ァ
サ
ー
ド
を
備
え
る
。
五
基
の
丸
屋
根
と
い
う
ロ
シ
ア
正
教
会

の
伝
統
的
聖
堂
を
意
識
し
た
新
古
典
主
義
で
あ
り
、
ロ
ッ
シ
の
建

築
と
同
様
、
黄
色
と
白
の
配
色
を
持
つ
端
正
な
聖
堂
で
あ
る
。（
（1
（

　

イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
連
隊
三
位
一
体
大
聖
堂Собор Святой 

Ж
ивоначальной Троицы

 лейб-гвардии И
змайлов-

ского полка

（
一
八
二
八
～
三
五
年
）（
図
６
）
は
、
一
八
世

紀
末
に
首
都
の
境
界
で
あ
っ
た
フ
ォ
ン
タ
ン
カ
川
の
す
ぐ
外
側
に

建
つ
。
一
八
二
四
年
一
一
月
一
九
日
に
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
翌

年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
修
繕
の
た
め
に
国
庫
か
ら
費
用
を

拠
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
し
か
し
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
建
て
替

え
を
決
定
し
、
一
八
二
七

年
一
一
月
二
二
日
に
ス
タ

ー
ソ
フ
の
設
計
図
が
承
認

さ
れ
た
。（
11
（

ギ
リ
シ
ャ
十
字

形
の
平
面
と
、
四
面
に
神

殿
風
ポ
ル
チ
コ
を
持
つ
。

五
基
の
ド
ー
ム
塔
を
持
つ

が
、
中
央
ド
ー
ム
の
列
柱

が
取
り
巻
く
ロ
ト
ン
ダ

図6　イズマイロフ連隊三位一体大聖堂
2019年夏筆者撮影
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は
、
ス
タ
ー
ロ
フ
の
ネ
フ
ス
キ
ー
大
修
道
院
三
位
一
体
聖
堂
、
ヴ

ォ
ロ
ニ
ー
ヒ
ン
の
カ
ザ
ン
大
聖
堂
、
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
を
彷
彿

と
さ
せ
る
。
脇
の
ド
ー
ム
が
立
方
体
の
四
隅
で
は
な
く
十
字
架
の

腕
の
上
に
載
り
、
中
央
と
脇
の
ド
ー
ム
に
よ
っ
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型

を
形
成
す
る
。（
1（
（

全
近
衛
連
隊
の
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ニ
エ
大
聖
堂
と

同
様
に
新
古
典
主
義
で
あ
り
、
正
教
会
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
追
求

し
た
も
の
と
い
え
る
。

　

こ
の
聖
堂
の
ド
ー
ム
は
、
ス
タ
ー
ソ
フ
の
予
定
で
は
元
々
緑
色

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
三
一
年
八
月
二
六
日
に
ニ
コ
ラ
イ
一

世
が
、
青
色
の
地
に
金
色
の
星
を
ち
り
ば
め
る
よ
う
に
命
じ
、
計

画
が
変
更
さ
れ
た
。（
11
（

ド
ー
ム
の
こ
の
配
色
は
、
一
七
世
紀
ま
で
の

ロ
シ
ア
教
会
の
伝
統
を
尊
重
し
た
色
彩
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ニ

コ
ラ
イ
一
世
に
よ
る
建
築
へ
の
介
入
は
他
の
聖
堂
で
は
よ
り
大
き

く
な
る
。
そ
れ
を
考
察
す
る
前
に
、
時
代
を
少
し
遡
る
。

二
．
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世

　

ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
は
一
七
〇
三
年
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
建
設
を

開
始
し
た
が
、
一
七
一
〇
年
に
、
海
軍
工
廠
を
兼
ね
て
い
た
海
軍

本
部
の
要
塞
の
西
側
の
門
の
前
に
、
自
分
の
誕
生
日
（
五
月
三
〇

日
）
が
祝
日
に
あ
た
る
聖
人
ダ
ル
マ
チ
ア
の
イ
サ
ア
ク
を
記
念
す

る
教
会
を
建
立
し
た
。
そ
れ
が
老
朽
化
し
、
一
七
一
七
年
八
月
六

日
に
石
造
の
新
し
い
聖
堂
の
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
弱

い
地
盤
の
た
め
に
放
棄
さ
れ
た
。
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
治
世
の
一

七
六
八
年
に
、
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂
は
現
在
の
場
所
に
、
ア
ン
ト

ニ
オ
・
リ
ナ
ル
デ
ィ
（
11
（

の
設
計
に
よ
り
、
五
基
の
ド
ー
ム
塔
と
西
側

に
鐘
楼
を
持
つ
聖
堂
と
し
て
再
建
が
始
ま
っ
た
。（
11
（

こ
の
作
業
も
進

ま
ず
、
次
帝
パ
ー
ヴ
ェ
ル
は
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ツ
ォ
・
ブ
レ
ン
ナ
（
11
（

に
建

設
を
進
め
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
彼
は
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
が
認

め
た
リ
ナ
ル
デ
ィ
の
計
画
を
小
規
模
化
し
、
ド
ー
ム
塔
を
一
基
に

し
た
上
、
大
理
石
で
は
な
く
レ
ン
ガ
を
用
い
た
（
一
七
九
八
～
一

八
〇
二
年
）。
後
年
同
聖
堂
の
司
祭
セ
ラ
フ
ィ
ー
モ
フ
は
同
聖
堂

の
冊
子
の
中
で
、
当
時
の
聖
堂
の
状
況
は
「
一
般
的
な
期
待
や
趣

味
」
と
合
致
し
て
お
ら
ず
、
周
囲
の
建
物
と
も
調
和
し
て
い
な
か

っ
た
、
と
記
し
た
。
聖
堂
は
下
部
が
大
理
石
、
新
た
に
作
ら
れ
た

上
部
が
レ
ン
ガ
造
り
と
い
う
奇
妙
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。（
11
（

こ

の
大
理
石
と
レ
ン
ガ
と
い
う
取
り
合
わ
せ
に
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
か
ら

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
へ
の
急
転
を
重
ね
る
警
句
が
広
が
っ
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。（
11
（
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セ
ラ
フ
ィ
ー
モ
フ
に
よ
れ
ば
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
当
初
修
繕

を
考
え
て
い
た
が
、（
11
（

一
八
〇
九
年
ま
で
に
姿
勢
を
変
え
た
。
一
八

〇
五
年
の
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ッ
ツ
会
戦
、
一
八
〇
七
年
の
フ
リ
ー
ト

ラ
ン
ト
の
戦
い
で
の
敗
戦
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
講
和
及
び
同

盟
条
約
の
締
結
に
追
い
込
ま
れ
、
彼
の
立
場
は
危
う
い
も
の
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
背
景
と
し
て
考
え
得
る
。

　

一
八
〇
九
年
に
設
計
競
技
が
行
わ
れ
た
。
ヴ
ォ
ロ
ニ
ー
ヒ
ン
、

ザ
ハ
ロ
フ
、
カ
メ
ロ
ン
、
ジ
ャ
コ
モ
・
ク
ヴ
ァ
レ
ン
ギ
、（
11
（

ル
イ

ジ
・
ル
ス
カ
、（
11
（

ス
タ
ー
ソ
フ
な
ど
が
招
か
れ
た
。
エ
カ
テ
リ
ー
ナ

二
世
時
代
の
リ
ナ
ル
デ
ィ
の
設
計
に
則
っ
た
部
分
を
一
部
で
も
残

す
と
い
う
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
指
示
に
反
し
て
、
全
て
が
新
築
案

で
あ
っ
た
。
彼
は
全
て
を
却
下
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
、
一
八

一
六
年
に
、
同
年
設
置
し
た
建
築
工
学
事
業
委
員
会
（
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
）
の
委
員
長
で
有
能
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
る
ア
グ
ス
テ
ィ

ン
・
デ
・
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
（
1（
（

に
、
同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
新
た
に

案
を
提
出
さ
せ
る
よ
う
に
命
じ
た
。
同
委
員
会
は
、
ロ
ッ
シ
、
ス

タ
ー
ソ
フ
、
ア
ン
ト
ン
・
モ
デ
ュ
イ
（
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
モ
ー
デ

ュ
イ
）、（
11
（

ア
ン
ド
レ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
ピ
エ
ー

ル
＝
ド
ミ
ニ
ク
・
バ
ゼ
ー
ヌ
（
11
（

な
ど
か
ら
成
る
。
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
は

モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
に
声
を
か
け
た
。
前
述
の
司
祭
セ
ラ
フ
ィ
ー
モ
フ

は
、
一
八
一
六
年
四
月
一
〇
日
、
復
活
祭
の
典
礼
（
聖
体
礼
儀
）

の
最
中
に
漆
喰
壁
が
聖
歌
隊
の
上
に
落
ち
、
人
々
を
震
え
上
が
ら

せ
た
こ
と
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
を
建
設
に
動
か
し
た
、
と
記
し

て
い
る
。（
11
（

　

モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
建
築
家
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン

下
で
軍
務
に
就
い
て
い
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
一
八
一
四

年
三
月
三
〇
～
三
一
日
（
11
（

の
パ
リ
攻
防
戦
の
後
に
連
合
軍
を
率
い
パ

リ
に
入
城
し
、
同
地
に
滞
在
し
た
。
そ
の
際
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
は
自

分
の
図
面
集
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
に
献
呈
し
、
そ
れ
が
気
に
入
ら

れ
て
、
ロ
シ
ア
へ
招
か
れ
た
。
一
八
一
六
年
に
来
露
し
、
中
国

風
、
イ
ン
ド
風
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
、
ビ
ザ
ン
ツ
風
、
ル
ネ
サ
ン
ス
様

式
、
古
代
及
び
近
代
の
ギ
リ
シ
ャ
様
式
で
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂
の

建
築
案
を
作
成
し
、
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
経
由
で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
に

提
出
し
た
。
建
築
工
学
事
業
委
員
会
官
房
長
官
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ

ッ
プ
・
ヴ
ィ
ー
ゲ
リ
の
反
対
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
一
六
年
一
二

月
二
一
日
に
宮
廷
建
築
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。（
11
（

　

一
八
一
七
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
聖
堂
の
設
計
を
命

じ
、
一
八
一
八
年
二
月
二
〇
日
に
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
案
を
認
め
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た
。
彼
は
、
リ
ナ
ル

デ
ィ
の
聖
堂
を
で
き

る
だ
け
残
す
と
い
う

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の

要
請
に
従
っ
た
。（
11
（

彼

は
二
案
を
示
し
た

が
、
そ
の
第
一
案
と

第
二
案
の
平
面
図
の

い
ず
れ
も
聖
堂
は
長

方
形
で
あ
り
、
六
本
の
中
柱

と
、
西
側
に
鐘
楼
、
北
側
と

南
側
に
神
殿
風
ポ
ル
チ
コ
が

付
属
す
る
。
よ
り
完
成
形
に

近
い
第
二
案
（
図
７
、
８
）

で
は
、
鐘
楼
だ
け
で
な
く
、

ポ
ル
チ
コ
も
含
め
る
と
平
面

図
は
ギ
リ
シ
ャ
十
字
形
と
な

る
。
ポ
ル
チ
コ
は
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
が
三
列
並
ぶ
。
中
央
の
半
球

形
の
ド
ー
ム
は
巨
大
で
、
そ
の
鼓
胴
部
は
、
中
央
ベ
イ
の
中
柱
が

支
え
る
ア
ー
チ
の
上
で
は
な
く
、
十
字
の
腕
に
あ
た
る
隣
り
の
ベ

イ
に
か
か
る
ト
ン
ネ
ル
・
ヴ
ォ
ー
ル
ト
の
上
に
載
っ
て
い
た
。
こ

の
点
は
後
に
問
題
と
な
る
。
鼓
胴
部
は
独
立
し
た
コ
リ
ン
ト
式
の

一
列
の
柱
に
囲
ま
れ
る
。
長
方
形
の
四
隅
に
中
央
ド
ー
ム
塔
と
同

じ
形
の
小
さ
い
四
基
の
ド
ー
ム
塔
が
載
る
。
外
装
は
レ
ー
ヴ
ェ
リ

（
タ
リ
ン
）
の
白
い
砂
岩
を
用
い
、
土
台
に
花
崗
岩
を
用
い
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
た
。（
11
（

こ
の
第
二
案
は
、
ス
タ
ー
ソ
フ
の
プ
レ
オ

ブ
ラ
ジ
ェ
ニ
エ
大
聖
堂
と
あ
る
程
度
類
似
す
る
。
ロ
ー
マ
の
パ
ン

テ
オ
ン
（
一
一
八
～
一
二
八
年
）
の
ポ
ル
チ
コ
、
パ
リ
の
パ
ン
テ

オ
ン
の
ド
ー
ム
と
ポ
ル
チ
コ
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ン
の
ロ
ン

ド
ン
の
セ
ン
ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
（
一
六
七
五
～
一
七
一
五
年
）

の
ド
ー
ム
な
ど
に
似
る
。（
11
（

ポ
ル
チ
コ
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
が
彫
刻
で

埋
ま
っ
て
い
る
点
は
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
に
類
似
し
て
い
る
。
新

古
典
主
義
に
分
類
し
う
る
。

　

一
八
一
八
年
二
月
二
〇
日
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
聖
イ
サ

ア
ク
大
聖
堂
建
設
委
員
会
を
設
置
し
た
。
侍
従
長
ニ
コ
ラ
イ
・
ゴ

ロ
ヴ
ィ
ン
を
委
員
長
と
し
て
、
宗
教
＝
国
民
教
育
大
臣
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
と
、
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
を
は
じ
め
複
数
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
、
さ
ら
に
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
ア
レ
ク
セ
イ
・
オ

図 7　モンフェラン、聖イサアク大聖
堂平面図�（1818 年）Никитин Н. П. 
Огюст Монферран. Л., 1939. C. 
31.�（薄い線はポルチコの床を除き、旧聖堂
のもの）

図 8　同、聖イサアク大聖堂外
観図（1818年）Там же. C. 32.
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レ
ー
ニ
ン
（
在
任
一
八
一
七
～
四
三
）
が
参
加
し
た
。
一
八
一
九

年
七
月
二
六
日
に
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
帝
室
の
参
列
の
も

と
、
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。（
11
（

　

モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
て
お
ら

ず
、
多
忙
な
ベ
タ
ン
ク
ー
ル
の
不
在
時
に
は
不
手
際
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。（
1（
（

同
年
、
彼
は
汚
職
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
建
設
責
任

者
を
解
任
さ
れ
た
。
翌
一
八
二
〇
年
一
〇
月
二
一
日
に
は
モ
デ
ュ

イ
が
、
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
設
計
上
の
欠
点
を
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の

会
議
で
批
判
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
一
八
二
一
年
六
月
一
四
日

に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
モ
デ
ュ
イ
の
指
摘
を
検
討
す
る
た

め
の
特
別
委
員
会
を
オ
レ
ー
ニ
ン
の
も
と
に
設
置
す
る
よ
う
に
命

じ
た
。
八
月
一
五
日
に
設
置
さ
れ
、
バ
ゼ
ー
ヌ
、
ロ
ッ
シ
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
及
び
ア
ン
ド
レ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
兄
弟
、
ア
ヴ
ラ

ー
ム
・
メ
ー
リ
ニ
コ
フ
、（
11
（

ス
タ
ー
ソ
フ
な
ど
が
参
加
し
た
。（
11
（

　

一
八
二
二
年
一
月
末
に
同
委
員
会
は
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
設
計
に

対
し
て
否
定
的
な
結
論
を
出
し
た
が
、
す
で
に
基
礎
部
分
の
建
設

が
始
ま
っ
て
お
り
、
計
画
は
中
止
さ
れ
な
か
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
一
世
は
、
委
員
会
の
他
の
建
築
家
の
案
に
よ
っ
て
モ
ン
フ
ェ

ラ
ン
の
案
を
修
正
す
る
よ
う
に
同
委
員
会
に
命
じ
た
。
四
月
二
五

日
、
ミ
ハ
イ
ロ
フ
兄
弟
、
メ
ー
リ
ニ
コ
フ
、
ス
タ
ー
ソ
フ
、
バ
ゼ

ー
ヌ
な
ど
九
名
が
案
を
提
出
し
た
。（
11
（

　

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
そ
の
い
ず
れ
も
認
め
な
か
っ
た
。
一
八
二

四
年
二
月
一
一
日
に
委
員
会
で
勅
令
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
が
、
彼

は
、
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
一
八
一
八
年
案
の
「
逸
脱
」、
す
な
わ
ち

欠
陥
を
正
す
た
め
、
新
た
な
案
を
提
出
な
い
し
選
ぶ
よ
う
に
改
め

て
委
員
会
に
命
じ
た
。
そ
の
際
、
次
の
条
件
を
付
し
た
。
す
で
に

彼
が
承
認
し
た
一
八
一
八
年
の
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
フ
ァ
サ
ー
ド
の

外
観
を
維
持
し
つ
つ
、「
そ
れ
に
全
体
と
の
必
要
な
調
和
を
も
た

ら
し
、
建
築
と
上
品
さ
の
原
則
に
従
わ
せ
る
た
め
に
、
フ
ァ
サ
ー

ド
の
様
々
な
部
分
を
…
…
拡
大
な
い
し
縮
少
さ
せ
る
。
と
り
わ

け
、
東
側
と
西
側
に
ポ
ル
チ
コ
を
増
設
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
。

こ
れ
は
、
東
西
両
フ
ァ
サ
ー
ド
が
、
建
築
家
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
案

に
全
く
な
か
っ
た
、
同
様
に
必
要
な
壮
麗
さ
を
得
る
た
め
で
あ

る
」。
ま
た
、
そ
の
案
は
、「
華
麗
さ
、
壮
大
さ
」
を
持
ち
、「
配

置
に
お
い
て
快
適
で
」、「
と
り
わ
け
、
構
造
に
お
い
て
堅
牢
」
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
旧
聖
堂
は
費
用
を
節
約
す
る
た

め
に
な
る
べ
く
残
す
よ
う
に
命
じ
た
。（
11
（

こ
う
し
て
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン

の
案
を
尊
重
し
、
旧
聖
堂
を
極
力
残
す
こ
と
を
命
じ
る
一
方
で
、
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壮
麗
さ
、
美
的
調
和
、
構
造
の
堅
牢
さ
を
確
保
す
る
た
め
に
、
東

西
両
フ
ァ
サ
ー
ド
へ
の
ポ
ル
チ
コ
の
増
設
と
必
要
な
改
良
を
行
う

よ
う
に
命
じ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
ア
ン
ド

レ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
の
案
に
印
を
つ
け
た
。（
11
（

　

一
八
二
四
年
六
月
四
日
、
同
委
員
会
は
次
の
四
点
で
合
意
し

た
。
第
一
に
、
皇
帝
が
希
望
す
る
「
配
置
に
お
け
る
壮
大
さ
、
快

適
さ
と
建
築
の
堅
牢
さ
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
正
方
形
を
利
用

す
る
。
第
二
に
、
皇
帝
が
命
じ
た
東
と
西
の
ポ
ル
チ
コ
は
、
北
と

南
の
ポ
ル
チ
コ
の
形
と
調
和
さ
せ
る
。
第
三
に
、
ポ
ル
チ
コ
は
現

在
の
八
本
の
柱
を
維
持
す
る
。
第
四
と
し
て
、
同
委
員
会
は
、
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
指
示
に
反
し
て
、
旧
聖
堂
は
壊
す
べ
き
で
あ
る

と
結
論
し
た
。（
11
（

　

モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
は
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
フ
と
ス
タ
ー
ソ

フ
の
考
え
を
中
心
に
、
同
委
員
会
の
諸
案
を
大
幅
に
取
り
入
れ

て
、
自
分
の
修
正
案
を
提
出
し
た
。
そ
の
案
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

一
世
に
一
八
二
五
年
三
月
九
日
に
提
出
さ
れ
、
四
月
初
め
に
承
認

さ
れ
た
。
一
八
二
五
年
の
建
設
委
員
会
の
建
築
家
へ
の
指
示
に
よ

れ
ば
、
旧
聖
堂
は
一
部
残
さ
れ
た
。（
11
（

旧
聖
堂
を
壊
す
と
い
う
ア
カ

デ
ミ
ー
の
特
別
委
員
会
の
考
え
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
一
八
二
五
年
案
（
図

９
、
（0
）
は
一
八
一
八
年
の

第
一
案
よ
り
も
同
第
二
案
に

近
い
が
、
そ
れ
で
も
大
幅
に

異
な
っ
て
い
る
。
八
本
の
中

柱
を
持
ち
、
東
と
西
の
フ
ァ

サ
ー
ド
に
も
ポ
ル
チ
コ
が
出

現
し
た
。
長
方
形
の
平
面
図

は
東
西
に
引
き
延
ば
さ
れ
、

ギ
リ
シ
ャ
十
字
形
と
は
い
え

る
も
の
の
、
東
西
の
軸
線
が

長
く
な
っ
た
。
北
と
南
の
フ

ァ
サ
ー
ド
の
中
央
に
、
ギ
リ

シ
ャ
十
字
の
交
差
部
分
に
当

た
る
正
方
形
が
出
っ
張
り
、

東
と
西
の
フ
ァ
サ
ー
ド
で

は
、
こ
の
正
方
形
が
聖
堂
の

輪
郭
を
形
成
す
る
。（
11
（

　

従
来
の
よ
う
に
中
央
ド
ー
ム
の
脇
に
中
央
ド
ー
ム
か
ら
離
れ
て

図 9　モンフェラン、聖イサアク大聖
堂平面図、1825 年。Там же. C. 93.

図10　同、聖イサアク大聖堂外
観図、1825年。Там же. C.94,
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大
き
い
ド
ー
ム
を
置
く
の
で
は
な
く
、
中
央
ド
ー
ム
の
近
く
、
中

央
の
正
方
形
の
四
隅
の
出
っ
張
り
に
、
か
な
り
小
さ
い
鐘
楼
を
置

い
た
。
ロ
ト
ン
ダ
風
鼓
胴
部
を
伴
う
中
央
ド
ー
ム
塔
は
少
し
背
が

高
く
な
り
、
全
体
的
に
軽
快
に
な
っ
た
。
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
台
座

の
端
と
ド
ー
ム
の
十
字
架
の
頂
上
を
結
ぶ
線
が
鐘
楼
の
十
字
架
の

頂
上
を
通
る
な
ど
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ル

チ
コ
の
上
の
彫
刻
が
、
軽
さ
を
保
っ
た
ま
ま
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
を

補
足
す
る
。（
11
（

ま
た
、
暗
い
色
も
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
つ
い
た
。（
1（
（

計
画
は
一
八
一
八
年
案
よ
り
も
壮
大
か
つ
優
雅

で
、
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
色
彩
に
よ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

は
新
古
典
主
義
的
で
は
な
い
も
の
の
、
全
体
的
に
新
古
典
主
義
の

聖
堂
と
い
え
る
。

　

構
造
は
一
八
一
八
年
案
よ
り
も
安
定
し
た
。
ド
ー
ム
を
支
え
る

ロ
ト
ン
ダ
風
の
鼓
胴
部
の
主
要
部
分
は
、
中
央
の
四
本
の
中
柱
が

支
え
る
よ
う
に
な
り
、
鼓
胴
部
の
主
要
部
分
は
、
平
面
図
中
央
の

正
方
形
に
入
っ
た
。
た
だ
し
、
鼓
胴
部
の
列
柱
は
い
ま
だ
脇
の
ヴ

ォ
ー
ル
ト
の
上
に
載
っ
て
い
た
。（
11
（

な
お
、
同
案
が
承
認
さ
れ
た
際

に
聖
堂
の
細
部
は
ま
だ
決
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
以
降
、
モ
ン
フ

ェ
ラ
ン
は
当
初
よ
り
も
影
響
力
を
強
め
た
と
い
わ
れ
る
。（
11
（

三
．
ニ
コ
ラ
イ
一
世
治
世
の
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂

　

ニ
コ
ラ
イ
一
世
治
世
の
は
じ
め
に
、
審
議
体
制
が
変
更
に
な
っ

た
。
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
の
図
面
細
部
の
検
討
を
任
さ
れ
て
い
た
ア
カ

デ
ミ
ー
の
委
員
会
は
、
建
設
委
員
会
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
。
さ

ら
に
、
ニ
コ
ラ
イ
は
一
八
二
六
年
五
月
二
二
日
に
ア
カ
デ
ミ
ー
の

委
員
会
を
廃
止
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
建
設
委
員
会
に
付
属
す

る
諮
問
機
関
と
し
て
、
美
術
及
び
建
設
会
議
を
設
置
し
た
。
ア
カ

デ
ミ
ー
の
建
築
家
三
名
、
道
路
通
信
局
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
い
し
建

築
部
門
の
官
吏
三
名
、
他
の
部
局
の
建
築
家
な
い
し
石
工
三
名
か

ら
成
る
。（
11
（

ニ
コ
ラ
イ
に
近
い
立
場
の
役
人
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
成

る
建
設
委
員
会
と
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
家
た
ち
と
の
間
に
意
見

の
相
違
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

一
八
二
五
年
の
案
が
承
認
さ
れ
た
後
も
図
面
の
変
更
が
重
ね
ら

れ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
関
係
者
間
の
意
見
の
相

違
や
対
立
の
ほ
か
、
ニ
キ
チ
ン
は
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
介
入
を
重
視

し
た
。（
11
（

　

た
し
か
に
、
彼
の
即
位
後
、
様
々
な
こ
と
が
変
わ
っ
た
。
図
面

に
限
れ
ば
、
一
八
三
五
年
に
い
ま
一
度
改
変
さ
れ
た
（
図
（（
、
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（（
）。
南
北
の
ポ
ル
チ
コ
に
二
個
の
壁
龕
（
ニ
ッ
チ
）
が
設
け
ら

れ
た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、
装
飾
が
増
え
、
単
純
さ
が
後
退
し
、

南
北
の
ポ
ル
チ
コ
は
洗
練
さ
れ
た
風
貌
を
減
じ
た
。
ま
た
、
小
さ

い
丸
屋
根
を
戴
い
て
い
た
周
辺
の
四
基
の
鐘
楼
が
、
各
角
の
二
本

の
円
柱
と
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
、
正
方
形
の
平
面
図
を
持
つ
古
典
的
パ

ヴ
ィ
リ
オ
ン
風
に
変
わ
っ
た
。
中
央
ド
ー
ム
の
上
に
載
る
ラ
ン
タ

ン
の
形
が
こ
の
脇
の
鐘
楼
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
た
。（
11
（

こ
れ
に
よ

り
、
脇
の
鐘
楼
と
ラ
ン
タ
ン
は
中
央
ド
ー
ム
と
の
関
係
性
を
失
っ

た
。
ド
ー
ム
が
周
囲
と
の
調
和
を
失
っ
た
こ
と
と
、
直
方
体
が
以

前
よ
り
も
重
々
し
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
直
方
体
の
水
平
性
が

強
調
さ
れ
、
ド
ー
ム
へ
向
か
う
垂
直
性
と
競
い
合
う
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
直
方
体
の
高
さ
に
対
し
て
、
も
と
も
と
、
ア

テ
ィ
ッ
ク
（
直
方
体
上
部
）
も
、
ド
ー
ム
鼓
動
部
も
高
さ

が
あ
り
す
ぎ
た
が
、（
11
（

不
調
和
に
よ
り
、
そ
れ
ら
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
八
三
七
年
に
建
築
委
員
会
は
、
建
物
の
ヴ
ォ
ー
ル
ト

が
中
央
ド
ー
ム
の
鼓
胴
部
付
近
ま
で
積
み
上
が
り
つ
つ
あ

る
段
階
で
、
す
な
わ
ち
、
ド
ー
ム
の
鼓
胴
部
を
形
成
す
る

間
際
に
、
中
央
ド
ー
ム
の
鼓
動
部
を
囲
む
列
柱
を
支
え
る

ヴ
ォ
ー
ル
ト
を
よ
う
や
く
強
化
し
た
。（
11
（

　

一
八
三
八
年
に
は
、
同
委
員
会
は
中
央
ド
ー
ム
の
上
の
ラ
ン
タ

ン
を
再
び
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
ス
タ
ー
ソ
フ
、
シ
ュ
タ
ウ

ベ
ル
ク
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ブ
リ
ュ
ー
ロ
フ
、（
11
（

後
述
す
る
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
ト
ー
ン
に
設
計
を
任
せ
た
。
彼
ら
は
ラ
ン
タ
ン

を
八
角
体
に
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
一
八
三
八
年
一
二
月
四
日
に

図
面
が
承
認
さ
れ
た
が
、
意
匠
が
過
剰
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ド
ー

ム
の
建
設
が
進
ん
だ
後
、
一
八
三
九
年
三
月
四
日
に
図
面
は
再
度

変
更
さ
れ
、
意
匠
の
過
剰
は
後
退
し
た
。（
11
（

ラ
ン
タ
ン
は
ド
ー
ム
と

異
な
り
八
角
体
で
あ
る
点
に
は
変
わ
り
な
か
っ
た
も
の
の
、
ド
ー

ム
と
の
形
状
的
関
連
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

図11　モンフェラン、聖イサアク
大聖堂平面図、1835 年 Там же. 
C. 121.

図12　同、聖イサアク大聖堂外観
図1835 年 Там же. C. 123.
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こ
の
一
八
三
九
年
の
承
認
を
も
っ
て
、
大
聖
堂
の
構
造
と
外
観

は
決
定
し
た
。
一
八
四
二
年
に
は
、
ブ
ロ
ン
ズ
の
テ
ィ
ン
パ
ヌ
ム

（
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
の
外
枠
の
内
側
）
と
彫
像
、
浮
彫
、
細
か
い
装

飾
を
除
い
て
、
外
観
は
大
方
完
成
し
た
。（
1（
（

た
だ
し
、
そ
の
後
も
変

更
が
あ
っ
た
。
中
で
も
、
直
方
体
の
窓
枠
の
装
飾
が
一
八
五
〇
年

に
変
更
さ
れ
た
。
元
々
は
両
脇
の
コ
リ
ン
ト
式
の
二
本
の
柱
が
三

角
形
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
を
支
え
る
新
古
典
主
義
的
な
窓
で
あ
っ
た

が
、
コ
リ
ン
ト
式
の
二
本
の
柱
の
上
に
渦
巻
き
を
置
く
装
飾
的
な

窓
枠
に
変
わ
っ
た
。（
11
（

　

こ
う
し
て
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
治
世
に
計
画
は
二
転
三
転
し

た
。
建
設
の
混
乱
を
招
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
彼
が

一
旦
承
認
し
た
意
匠
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
彼
の
強
い
介
入
な
し

に
は
不
可
能
で
あ
る
。
聖
堂
は
新
古
典
主
義
か
ら
出
発
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
建
築
的
要
素
だ
け
を
見
て
も
、
ポ
ル
チ
コ
や
ド
ー
ム

が
あ
る
一
方
で
、
フ
ァ
サ
ー
ド
は
装
飾
が
多
く
な
り
、
全
体
的
な

統
合
性
は
失
わ
れ
、
新
古
典
主
義
の
簡
素
で
統
一
さ
れ
た
美
し
さ

は
後
退
し
た
。（
11
（

　

ニ
コ
ラ
イ
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ス
タ
ー
ソ
フ
の
全
近
衛
連

隊
と
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
連
隊
の
聖
堂
に
は
ほ
と
ん
ど
介
入
し
な
か
っ

た
。
前
者
は
ミ
ハ
イ

ル
大
公
に
任
せ
て
い

た
こ
と
、
両
聖
堂
と

も
治
世
初
期
に
設
計

図
が
完
成
し
て
い
た

こ
と
も
理
由
で
あ
ろ

う
が
、
聖
イ
サ
ア
ク

大
聖
堂
は
特
に
重
要

な
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
ピ
ョ
ー
ト
ル
が
建
て
た
聖
堂
で
あ
る
と

い
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
こ
の
聖
堂
が
面
し
た
元
老
院
広
場
は
、
ニ

コ
ラ
イ
が
即
位
し
た
直
後
の
一
八
二
五
年
一
二
月
一
四
日
に
、
将

校
に
よ
る
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
の
乱
に
見
舞
わ
れ
た
正
に
そ
の
場
所
で

あ
る
。
そ
れ
が
彼
の
特
別
な
関
心
を
惹
い
た
と
し
て
も
当
然
で
あ

ろ
う
。

　

聖
堂
は
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
没
後
、
一
八
五
八
年
五
月
三
〇
日
に

完
成
し
た
（
図
（（
）。
色
彩
や
彫
刻
を
含
め
て
完
成
し
た
大
聖
堂

の
全
体
的
な
姿
を
改
め
て
描
い
て
お
く
。

　

ゴ
ー
テ
ィ
エ
は
こ
の
聖
堂
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
の
サ
ン
＝

図13　聖イサアク大聖堂20世紀初頭
Никитин. Указ. соч. C. 28.
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ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
、
ロ
ー
マ
の
パ
ン
テ
オ
ン
、
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン

ト
＝
ポ
ー
ル
大
聖
堂
、
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
、
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド

（
一
六
七
〇
～
七
九
年
）
を
彷
彿
と
さ
せ
る
と
述
べ
た
。
モ
ン
フ

ェ
ラ
ン
自
身
は
、「
ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
＝
ポ
ー
ル
大
聖
堂
を
除

い
て
、
完
璧
な
堅
牢
さ
を
与
え
る
、
ド
ー
ム
を
持
っ
た
大
建
築
を

私
は
知
ら
な
い
」
と
一
八
四
五
年
に
記
し
た
。
一
方
、
コ
リ
ン
ト

式
ポ
ル
チ
コ
と
飾
り
気
の
な
い
壁
に
は
、
パ
リ
の
パ
ン
テ
オ
ン
の

影
響
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。（
11
（

　

平
面
図
は
ギ
リ
シ
ャ
十
字
形
で
あ
る
。
水
平
に
広
が
る
直
方
体

を
成
す
主
要
部
分
は
、
暗
い
大
理
石
か
ら
成
り
、
重
厚
な
雰
囲
気

を
持
つ
。
ポ
ル
チ
コ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
産
の
暗
い
ピ
ン
ク
色
の

花
崗
岩
に
よ
り
作
ら
れ
た
重
厚
な
四
八
本
の
コ
リ
ン
ト
式
の
柱
か

ら
成
り
、
壁
龕
を
伴
う
。
ド
ー
ム
を
支
え
る
ロ
ト
ン
ダ
状
の
鼓
胴

部
に
は
、
黄
褐
色
の
壁
を
背
景
と
し
て
、
ブ
ロ
ン
ズ
の
柱
頭
と
土

台
を
持
つ
ポ
ル
チ
コ
同
様
の
コ
リ
ン
ト
式
の
花
崗
岩
の
柱
が
二
四

本
並
ぶ
。
こ
の
上
に
欄
干
を
持
つ
低
い
円
柱
が
載
り
、
そ
の
上
の

金
色
の
巨
大
な
ド
ー
ム
の
表
面
に
は
二
四
本
の
リ
ブ
が
通
り
、
小

さ
い
円
柱
を
持
つ
八
角
形
の
ラ
ン
タ
ン
へ
向
か
う
。
ラ
ン
タ
ン
は

十
字
架
を
戴
く
。
中
央
の
正
方
形
の
四
隅
に
は
、
小
さ
い
金
色
の

丸
屋
根
を
持
ち
、
中
央
ド
ー
ム
の
形
状
と
異
な
る
古
典
的
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
風
の
小
さ
い
四
基
の
鐘
楼
が
載
る
。（
11
（

　

新
古
典
主
義
以
外
の
要
素
が
入
り
込
み
、
統
一
性
に
欠
け
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
色
調
が
暗
く
、
直
方
体
も
ド
ー
ム

も
重
々
し
い
。
一
八
二
五
年
の
壮
大
だ
が
華
麗
な
雰
囲
気
は
失
わ

れ
た
。

　

ド
ー
ム
は
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
大
の
も
の
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
た
し
か
に
、
脇
の
四
基
の
鐘
楼
の
小
さ
さ
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
に
よ
り
、
ド
ー
ム
の
巨
大
さ
と
重
要
性
が
強
調
さ
れ
、
ま
た
、

鐘
楼
は
直
方
体
か
ら
鼓
動
部
、
ド
ー
ム
へ
の
視
線
の
流
れ
を
ス
ム

ー
ズ
に
し
た
と
い
う
側
面
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
ー
ム
は

こ
れ
ら
四
隅
の
鐘
楼
と
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
部
分
的
な
調
和
を

指
摘
し
た
ブ
テ
ィ
コ
フ
と
フ
ヴ
ォ
ス
ト
ヴ
ァ
も
ま
た
、
各
部
分
の

全
体
的
な
均
衡
は
と
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
。
全
体
と
し
て
、
新

古
典
主
義
に
特
有
の
厳
し
い
比
率
よ
り
も
、
巨
大
で
あ
る
こ
と
が

優
先
さ
れ
た
。（
11
（

意
匠
の
不
統
一
と
重
々
し
さ
に
よ
り
、
ド
ー
ム
や

ア
テ
ィ
ッ
ク
の
高
さ
が
直
方
体
の
高
さ
に
比
べ
て
高
い
こ
と
が
目

立
ち
、
何
よ
り
、
垂
直
性
と
水
平
性
の
対
抗
と
不
調
和
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
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外
壁
の
彫
刻
が
、
大
聖

堂
の
印
象
や
意
味
に
と
っ

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
っ
た
。
最
も
目

立
つ
浮
彫
は
、
ポ
ル
チ
コ

の
大
き
な
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト

の
も
の
で
あ
る
。
西
に
は

「
ダ
ル
マ
チ
ア
の
イ
サ
ア

ク
が
皇
帝
テ
オ
ド
シ
ウ
ス

を
祝
福
す
る
」、
北
に
は
「
キ
リ
ス
ト
の
復
活
」（
図
（（
）、
南
に

は
「
東
方
三
博
士
の
礼
拝
」、
東
に
は
「
ダ
ル
マ
チ
ア
の
イ
サ
ア

ク
の
、
皇
帝
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ィ
ン
と
の
遭
遇
」
の
浮
彫
が
刻
ま
れ

た
。（
11
（

ポ
ル
チ
コ
の
壁
龕
の
浮
彫
は
、
訪
れ
る
者
に
と
っ
て
も
っ
と

も
近
い
彫
刻
で
あ
る
。
北
に
は
「
十
字
架
を
運
ぶ
キ
リ
ス
ト
」、

「
キ
リ
ス
ト
の
哀
悼
」、
南
に
は
「［
ヘ
ロ
デ
王
に
よ
る
］
幼
児
虐

殺
」、「
羊
飼
い
へ
の
天
使
の
出
現
」
の
浮
彫
が
刻
ま
れ
た
。
北
側

が
バ
ル
ト
貴
族
の
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ク
ロ
ッ
ト	

、
南
側
が
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
ロ
ガ
ノ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
。（
11
（

ロ
ガ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
救

世
主
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
の
外
壁
の
彫
刻
も
手
が
け
て
い
る
。
浮

彫
は
扉
に
も
施
さ
れ
た
。

　

丸
彫
は
、
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
の
上
に
使
徒
像
、
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
の

頂
点
に
福
音
伝
道
者
像
、
直
方
体
の
四
隅
に
は
、
灯
明
を
持
ち
跪

く
ブ
ロ
ン
ズ
の
天
使
像
が
置
か
れ
た
。
こ
の
天
使
像
は
聖
堂
の
横

の
広
が
り
，
水
平
性
を
強
調
し
た
。
一
方
、
ド
ー
ム
鼓
胴
部
の
上

に
位
置
す
る
欄
干
に
は
二
四
の
天
使
の
像
が
載
り
、
鼓
胴
部
列
柱

の
垂
直
性
を
強
調
し
た
。
こ
う
し
て
彫
像
に
よ
っ
て
、
建
築
自
体

で
す
で
に
強
調
さ
れ
て
い
た
水
平
性
と
垂
直
性
の
対
抗
性
が
一
層

増
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
彫
刻
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
風
で
は
な
く
、
現
実

の
衣
装
を
ま
と
う
写
実
的
描
写
が
多
い
。（
11
（

そ
も
そ
も
新
古
典
主
義

の
聖
堂
に
浮
彫
や
丸
彫
は
こ
の
よ
う
に
あ
ふ
れ
て
い
な
い
。
パ
リ

の
パ
ン
テ
オ
ン
で
は
ポ
ル
チ
コ
の
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
に
群
像
が
刻
ま

れ
た
が
、
静
か
な
像
で
あ
る
。
し
か
し
、
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂
で

は
非
常
に
動
的
な
浮
彫
が
彫
ら
れ
た
。

　

全
体
の
重
厚
さ
や
立
像
の
多
さ
は
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
を
想
起
さ

せ
る
。
こ
う
し
て
建
築
的
意
匠
、
色
彩
、
彫
刻
、
い
ず
れ
に
お
い

て
も
、
新
古
典
主
義
以
外
の
要
素
が
大
幅
に
入
り
込
み
、
厳
密
な

全
体
的
均
衡
と
統
合
性
、
簡
潔
さ
を
失
っ
た
。
新
古
典
主
義
を
基

図14　聖イサアク大聖堂北側ポルチコ
のペディメント2019 年夏筆者撮影
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本
と
す
る
と
い
え
る
も
の
の
、
き
わ
め
て
折
衷
主
義
的
で
あ
る
。（
11
（

　

内
部
は
、
大
理
石
と
斑
岩
、
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
、
マ
ラ
カ
イ
ト
、

ブ
ロ
ン
ズ
、
精
妙
な
モ
ザ
イ
ク
と
彫
刻
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
よ

る
約
二
〇
〇
の
肖
像
画
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
た
。
装
飾
過
剰
の
傾

向
は
内
部
に
お
い
て
さ
ら
に
顕
著
で
あ
る
。（
1（
（

　

ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
抑
圧
的
政
策
と
の
関
係
は
す
で
に
指
摘
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
11
（

た
し
か
に
、
権
威
で
圧
倒
す
る
よ
う
な
建
物

で
あ
り
、
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
の
乱
が
勃
発
し
た
元
老
院
広
場
に
あ
る

こ
と
が
、
な
お
さ
ら
そ
の
傾
向
を
感
じ
さ
せ
る
。

四
．
ニ
コ
ラ
イ
一
世
に
よ
る
ロ
シ
ア
＝
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
の
推
進

　

ニ
コ
ラ
イ
一
世
が
即
位
し
た
時
す
で
に
、
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂

は
土
台
の
施
工
が
始
ま
っ
て
お
り
、
平
面
図
の
大
幅
な
変
更
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
彼
の
介
入
下
で
、
計
画
は
折
衷
主
義
へ

大
き
く
接
近
し
た
。
イ
ズ
マ
イ
ロ
フ
連
隊
三
位
一
体
大
聖
堂
に
関

し
て
は
、
屋
根
の
色
を
ロ
シ
ア
風
に
す
る
方
向
で
介
入
し
た
。
し

か
し
、
多
く
の
教
会
で
は
、
彼
は
よ
り
明
確
に
前
治
世
と
の
違
い

を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
の
治
世
の
教
会
建
築
の
主
流
は
、
折
衷
主

義
の
一
つ
、
ネ
オ
＝
ロ
シ
ア
様
式
の
中
で
も
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ン
・
ト
ー
ン
が
中
心
に
設
計
し
、
当
時
「
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
」
と
呼

ば
れ
た
ロ
シ
ア
＝
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
で
あ
る
。
ニ
コ
ラ
イ
は
そ
の
最

大
の
推
進
者
で
あ
っ
た
。
最
初
の
こ
の
様
式
の
教
会
は
、
ト
ー
ン

が
一
八
三
〇
年
に
設
計
し
た
聖
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
聖
堂Ц

ерковь 

св. мчц. Екатерины

（
一
八
三
一
～
三
七
年
、
一
九
二
九
年

破
壊
）
で
あ
る
。

　

一
八
二
七
年
末
か
ら
二
八
年
初
め
に
か
け
て
、
同
聖
堂
建
築
案

に
つ
い
て
の
設
計
競
技
が
行
わ
れ
た
。
建
設
場
所
は
、
フ
ォ
ン
タ

ン
カ
川
に
か
か
る
カ
リ
ン
キ
ン
橋
（
現
旧
カ
リ
ン
キ
ン
橋
）
と
、

一
八
三
四
年
ま
で
に
首
都
の
境
界
線
と
な
る
オ
ブ
ヴ
ォ
ド
運
河
の

手
前
に
あ
っ
た
リ
フ
リ
ャ
ン
ツ
キ
エ
門
（
旧
凱
旋
門
、
リ
ナ
ル
デ

ィ
建
築
、
一
七
七
四
～
八
四
年
）
と
の
中
間
で
あ
り
、
ペ
テ
ル
ゴ

フ
大
通
り
（
現
旧
ペ
テ
ル
ゴ
フ
大
通
り
）
に
面
す
る
。
さ
ら
に
南

へ
一
キ
ロ
下
る
と
、
一
八
一
四
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
か
ら
の
凱

旋
の
た
め
に
ク
ア
レ
ン
ギ
に
よ
り
木
造
で
建
設
さ
れ
、
ス
タ
ー
ソ

フ
に
よ
り
石
造
で
の
建
設
が
始
ま
っ
て
い
た
新
古
典
主
義
の
ナ
ル

ヴ
ァ
凱
旋
門
（
一
八
二
七
～
三
四
年
）
に
至
る
。
聖
堂
周
辺
は
当

時
、
木
造
家
屋
と
野
原
、
野
菜
畑
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
西
方
か

ら
帝
都
に
入
る
道
沿
い
に
あ
る
と
い
う
点
で
重
要
な
場
所
で
あ
っ
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た
。（
11
（

　

設
計
案
の
決
定
は
難
航
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
ソ
フ
は
設
計
競
技

に
招
か
れ
た
が
参
加
せ
ず
、
メ
ー
リ
ニ
コ
フ
と
ア
ン
ド
レ
イ
・
ミ

ハ
イ
ロ
フ
が
参
加
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
高
額
な
建
築
費
用
と

デ
ザ
イ
ン
を
理
由
に
、
両
者
の
案
を
認
め
な
か
っ
た
。
両
案
は
新

古
典
主
義
に
よ
っ
て
い
た
。（
11
（

再
度
の
選
考
が
行
わ
れ
、
メ
ー
リ
ニ

コ
フ
は
三
案
を
提
出
し
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
こ
の
教

会
の
建
築
様
式
に
関
す
る
「
陛
下
の
希
望
が
不
明
な
た
め
」
三
案

を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
「
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
で
の
古
ロ

シ
ア
風
」、
第
二
に
「
最
新
モ
ー
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
＝
ロ
シ
ア
教
会

に
採
用
さ
れ
た
古
代
ロ
ー
マ
建
築
様
式
」、
第
三
に
「
パ
ン
テ
オ

ン
に
似
た
古
代
ロ
ー
マ
建
築
風
」
で
あ
る
。（
11
（

す
な
わ
ち
第
一
案
は

ロ
シ
ア
＝
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ボ
リ
ソ
ヴ
ァ
に
よ

れ
ば
、「
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
」
の
語
は
、
後
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。（
11
（

ビ
ザ
ン
ツ
様
式
と
い
う
用
語
が
当
初
か
ら
の
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
第
二
案
は
ス
タ
ー
ソ
フ
風
、
第
三
案
は

新
古
典
主
義
で
あ
ろ
う
。
ニ
コ
ラ
イ
が
旧
来
の
新
古
典
主
義
で
は

な
い
も
の
、
ロ
シ
ア
風
を
求
め
て
い
る
可
能
性
は
す
で
に
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
結
局
、
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

一
八
三
〇
年
に
、
既
出
の
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
ア
レ
ク
セ

イ
・
オ
レ
ー
ニ
ン
が
、
聖
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
聖
堂
を
管
轄
す
る
教
区

司
祭
に
、
同
聖
堂
の
設
計
者
と
し
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
・
ト
ー

ン
を
紹
介
し
た
。（
11
（

オ
レ
ー
ニ
ン
は
、
そ
の
際
、
ト
ー
ン
に
教
会
の

モ
デ
ル
を
示
し
た
。
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
、
ユ
ー
リ
エ
フ
＝
ポ
リ
ス
キ

ー
、
プ
ス
コ
フ
、
ニ
ジ
ニ
＝
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
な
ど
古
い
ロ
シ
ア
の
諸

都
市
で
画
家
Ф
・
Г
・
ソ
ル
ン
ツ
ェ
フ
が
写
生
し
た
正
教
会
聖
堂

の
線
描
画
で
あ
る
。
ト
ー
ン
自
身
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
帰
国
後
、
一

八
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
て
い
た
。（
11
（

　

彼
の
デ
ザ
イ
ン
は
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
心
を
つ
か
ん
だ
。
ニ
コ
ラ

イ
は
案
の
す
ば
ら
し
さ
と
、「
古
い
様
式
で
」
作
成
さ
れ
た
こ
と

を
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
家
た
ち
に
周
知
さ
せ
た
。	

ト
ー
ン
は
一

八
三
〇
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と
な
り
、
翌
年
、
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ

エ
・
セ
ロ
ー
の
聖
堂
を
設
計
し
た
際
に
ニ
コ
ラ
イ
に
謁
見
し
た
。（
11
（

　

こ
の
時
期
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
治
世
に
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
が
設
計

し
た
救
世
主
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
は
、
建
築
地
さ
え
問
題
視
さ

れ
、
同
治
世
の
一
八
二
五
年
に
建
設
は
す
で
に
中
断
し
て
い
た
。

ニ
コ
ラ
イ
は
聖
書
協
会
の
活
動
を
停
止
す
る
な
ど
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
の
キ
リ
ス
ト
教
普
遍
主
義
を
完
全
に
退
け
た
が
、
ヴ
ィ
ト
ベ
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ル
ク
の
計
画
も
一
八
二
七
年
に
最
終
的
に
破
棄
し
た
。（
11
（

設
計
競
技

が
行
わ
れ
、
一
八
三
二
年
に
ト
ー
ン
が
勝
利
し
た
。
一
八
三
八
年

に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
ク
レ
ム
リ
ン
に
近
い
ベ
ー
ル
イ
・
ゴ
ロ
ド

で
建
築
が
始
ま
っ
た
。

　

聖
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
聖
堂
と
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
は
、
白
い
立
方

体
と
、
五
基
の
玉
葱
型
丸
屋
根
塔
を
持
ち
、
新
古
典
主
義
を
土
台

と
し
な
が
ら
、
一
五
世
紀
モ
ス
ク
ワ
・
ク
レ
ム
リ
ン
の
ウ
ス
ペ
ン

ス
キ
ー
大
聖
堂
を
主
な
モ
デ
ル
と
す
る
折
衷
主
義
で
あ
る
。
金
色

の
丸
屋
根
が
載
る
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
は
非
常
に
巨
大
で
、
さ
ら

に
、
建
築
自
体
だ
け
で
な
く
外
壁
の
多
く
の
浮
彫
に
よ
り
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
争
に
お
け
る
勝
利
が
正
教
会
と
そ
の
信
仰
に
負
う
こ
と

を
強
調
し
た
。（
1（
（

　

す
で
に
一
八
二
八
年
二
月
一
一
日
に
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
、「
正

教
会
の
必
要
と
慣
習
に
し
か
る
べ
く
対
応
し
た
、
最
良
に
し
て
主

に
古
い
教
会
建
築
の
典
型
」
に
し
た
が
っ
て
教
会
建
築
の
図
面
集

を
制
作
す
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
た
。（
11
（

ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
と
、

や
は
り
ト
ー
ン
が
設
計
し
た
大
ク
レ
ム
リ
ン
宮
殿
が
起
工
式
を
迎

え
た
一
八
三
八
年
に
こ
の
図
面
集
が
ト
ー
ン
に
よ
っ
て
出
版
さ

れ
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
に
捧
げ
ら
れ
た
。
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
や
聖

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
聖
堂
な
ど
五
基
の
玉
葱
型
丸
屋
根
塔
を
持
つ
聖
堂

を
中
心
に
図
面
が
掲
載
さ
れ
た
。
ト
ー
ン
は
こ
こ
で
、「
ビ
ザ
ン

ツ
様
式
」
は
古
い
時
代
に
ロ
シ
ア
で
そ
の
民
族
性
と
と
も
に
生
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
と
記
し
た
。（
11
（

と
は
い
え
、
彼
の
様
式
は
新
古
典

主
義
を
土
台
と
す
る
折
衷
主
義
で
あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
も
と

よ
り
、
モ
デ
ル
と
し
た
一
七
世
紀
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
建
築
と
も
異

な
る
。（
11
（

　

ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
一
八
四
一
年
三
月
二
五
日
に
、「
正
教
会
の

建
設
案
の
作
成
に
際
し
て
、
優
先
的
に
か
つ
可
能
な
限
り
、
古
ビ

ザ
ン
ツ
建
築
風
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
」
で
あ
る
と
命
じ
、
ト
ー
ン

の
こ
の
図
面
集
を
模
範
と
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。（
11
（

ま
た
、
同
三

月
二
七
日
の
法
令
で
は
、
老
朽
化
、
焼
失
に
よ
る
村
の
聖
堂
の
再

建
お
よ
び
増
築
に
際
し
て
、
特
に
「
古
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
を
遵
守
し

て
」
設
計
す
る
こ
と
を
定
め
た
。（
11
（

つ
ま
り
は
、「
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
」

が
正
教
会
の
建
築
の
範
と
し
て
お
お
や
け
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

一
八
四
四
年
に
ト
ー
ン
は
追
加
の
図
面
集
を
出
版
し
た
。
こ
こ

で
五
基
の
尖
塔
を
持
つ
型
が
出
現
し
た
。（
11
（

こ
の
一
八
四
四
年
の
図

面
集
は
全
て
の
大
主
教
管
区
に
配
布
さ
れ
た
。
前
述
の
一
八
四
一
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年
の
法
令
の
影
響
も
あ
り
、
彼
の
図
面
は
帝
国
中
に
広
が
っ
た
。

一
九
世
紀
中
葉
に
最
も
人
気
が
あ
っ
た
の
は
、
救
世
主
ハ
リ
ス
ト

ス
大
聖
堂
と
、
小
規
模
で
は
聖
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
聖
堂
の
型
で
あ

る
。
こ
れ
は
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
、
帝
国
の
様
々

な
都
市
の
中
心
部
に
現
れ
、
修
道
院
で
も
再
建
や
拡
張
に
際
し
て

用
い
ら
れ
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
勢
い
を

失
っ
て
も
な
お
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
一
つ
の
モ
デ
ル
で
あ
り
つ

づ
け
た
。
五
尖
塔
型
は
郡
や
村
で
採
用
さ
れ
た
。
一
塔
の
タ
イ
プ

は
村
に
多
か
っ
た
。（
11
（

「
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
」
の
採
用
は
、
ニ
コ
ラ
イ

一
世
の
強
い
意
志
に
よ
っ
て
い
た
。

五
．
む
す
び

　

ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
、
自
ら
積
極
的
に
折
衷
主
義
を
建
築
で
実
践

し
た
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
＝
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
で
顕
著
で
あ

る
が
、
モ
ン
フ
ェ
ラ
ン
が
設
計
し
た
聖
イ
サ
ア
ク
大
聖
堂
に
関
し

て
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
同
聖
堂
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一

世
の
治
世
下
に
新
古
典
主
義
で
壮
大
だ
が
華
麗
な
聖
堂
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
た
が
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
介
入
下
で
図
面
の
バ
ラ
ン

ス
や
意
匠
、
装
飾
が
大
幅
に
変
化
し
、
折
衷
主
義
に
強
く
傾
斜
し

た
。
彼
は
教
会
建
築
に
お
い
て
、
可
能
な
限
り
で
、
ロ
シ
ア
＝
ビ

ザ
ン
ツ
様
式
を
筆
頭
に
折
衷
主
義
を
推
進
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
ト
ー
ン
の
ロ
シ
ア
＝
ビ
ザ
ン
ツ
様
式
の
設
計
に
は

オ
レ
ー
ニ
ン
の
後
押
し
が
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
か
ら

ニ
コ
ラ
イ
一
世
へ
の
建
築
の
変
化
は
、
両
者
の
個
人
的
好
み
を
越

え
て
、
政
治
的
文
化
的
な
時
代
の
大
き
な
う
ね
り
を
背
景
と
し
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
は
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
。
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